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取
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。
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齢
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続
的
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築

農
林
水
産
業
、
商
工
業
の
活
性
化…

こ
れ
ら
の
課
題
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
組
み

日
本
の
平
和
を
維
持
し
、
国
家
の
繁
栄
を
達
成
す
る
こ
と

そ
れ
が
日
本
政
治
の
究
極
の
目
標
で
す
。

皆
様
と
共
に

「
次
世
代
の
た
め
の
明
る
く
希
望
を
持
て
る
社
会
」

を
実
現
し
て
い
く
た
め
全
力
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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へ

浜田 靖一 プロフィール
選挙区　千葉県第12区　当選回数10回
昭和３０年 １０月２１日千葉県富津市に生まれる
昭和４９年 千葉県立木更津高等学校卒業
昭和５５年 専修大学経営学部経営学科卒業
平成５年 衆議院議員選挙初当選
平成１５年 防衛庁副長官
平成２０年 防衛大臣
平成２５年 自由民主党　幹事長代理
平成２８年 自由民主党　水産総合調査会会長（２回目）
平成２８年 衆議院　予算委員会委員長
令和２年 衆議院　国家基本政策委員会委員長（２回目）
令和４年 防衛大臣（２回目）
令和５年 自由民主党　国会対策委員会委員長（２回目）

浜田靖一選挙事務所
292-0833 　千葉県木更津市貝渕４丁目１０－７ 

TEL. 0438-23-5432 FAX. 0438-22-3911

防災
これまでの自然災害を振り返ると、複合災害によって
被害が拡大した例も多く、また年々、頻発化・激甚化
する傾向にあります。徹底した防災対策により国土を
強靭化させ、国民の生命・財産を守ることは政治の使
命です。地方分権と権限委譲を積極的に進め、地域の
コミュニティーとの連携を強固に臨機応変な対応の
実現を目指します。

持続的な社会保障
少子高齢化が進む中、国民の安心や生活の安定のため、国は人々の生活を生涯に
わたり支えなくてはなりません。
人生100年時代を見据え、子供から
子育て世代、お年寄りまで、誰もが
安心して暮らせるよう全世代対応型
の持続的な社会保障制度の構築を
引き続き進めます。

安全保障
ロシアによるウクライナ侵略やイスラム組織ハマスとイスラエルの衝突など、世界
は激動の渦中にあります。我が国を取り巻く周辺各国の状況を鑑みても、日本はい
ま戦後最も厳しく複雑な安全保障環境と対峙しています。このような厳しい環境に
あっても国民の命や暮らしを守り抜くため、防衛力の抜本的強化と防衛体制の強化
が必要と考えています。同志国・友好国をはじめ多くの国々との連携を強化すべく、
多角的・多層的な防衛協力や交流を積極的に推進し、いざという時に備えた迅速で
柔軟な即応体制の整備を進めます。




